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論 文 の 要 旨 
本論文は，SPH (Smoothed Particle Hydrodynamics)法を用いた斜面流動による土砂災害の危険度評
価手法の開発を目指したもので，全 5章からなっている． 
 第 1 章では，わが国における土砂災害の概況を示し，斜面崩壊の危険度評価手法及び斜面崩壊のシミュ
レーションに用いられる数値計算手法に関する既往の研究を概観した後，本研究の位置づけについて述べ
ている． 




















 第 5章は結論であり，本研究で得られた成果を要約するとともに，今後の課題について言及している． 
 







平成 26年 1月 30日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著者に
論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員によっ
て、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資
格を有するものと認める。 
